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薄
うすば
葉　好

よしひろ
弘　議員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
調
印
後
の
農
政
に
つ
い
て

国
県
の
制
度
・
交
付
金
及
び
町
独
自
の
支
援

薄
葉　
昨
年
の
大
筋
合
意
に

よ
り
２
月
４
日
に
12
カ
国
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
調
印
を
行
い
、
２

年
以
内
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が

発
効
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
は
、

今
後
の
農
業
政
策
と
し
て
集

落
営
農
に
よ
る
担
い
手
の
育

成
や
農
業
生
産
基
盤
の
充
実

も
含
め
た
対
策
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
尋
ね
る
。

町
長　
国
県
の
施
策
や
制
度

を
活
用
し
、
農
業
の
集
団
化

や
集
約
化
、
農
地
の
有
効
利

用
に
加
え
、
多
角
的
な
農
業

経
営
形
態
を
目
指
し
ま
す
。

強
い
農
業
を
け
ん
引
す
る
た

め
に
は
、
認
定
農
業
者
育

成
、
認
定
業
務
を
推
進
し
、

平
成
26
年
度
末
か
ら
43
名
増

加
、
現
在
で
は
151
名
、
新
規

就
農
者
は
平
成
27
年
度
４
名

が
新
た
に
従
事
。

　
平
成
28
年
度
も
国
の
支
援

事
業
、
大
豆
や
飼
料
用
米
等

の
新
規
需
要
米
の
作
付
に
よ

る
交
付
、
町
が
選
定
し
て
い

る
「
産
地
交
付
金
」
が
あ

り
、
昨
年
度
同
様
に
交
付
し

農
業
所
得
の
安
定
を
図
る
よ

う
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
収
穫

機
械
等
の
導
入
に
伴
う
各
種

団
体
や
組
織
及
び
飼
料
用
米

作
付
農
業
者
へ
の
町
の
上
乗

せ
助
成
を
考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
経
営
所
得
安
定

対
策
に
加
入
す
る
こ
と
が
条

件
、
助
成
金
額
は
予
算
の
範

囲
内
と
し
ま
す
。

薄
葉　
こ
こ
数
年
で
町
内
の

行
政
区
を
脱
会
す
る
方
や
転

入
さ
れ
た
方
で
は
入
り
た
く

な
い
方
が
増
え
て
き
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
行
政
区
に

入
っ
て
い
な
い
世
帯
数
は
矢

吹
・
中
畑
・
三
神
の
地
区
ご

と
で
ど
の
程
度
い
る
の
か
、

ま
た
、
引
っ
越
し
て
来
た
方

へ
の
行
政
区
へ
の
加
入
に
つ

い
て
は
、
何
ら
か
の
働
き
か

け
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

町
長　
住
民
の
皆
様
に
つ
き

ま
し
て
は
、
転
入
者
も
含

め
、
で
き
る
限
り
各
行
政

区
・
自
治
会
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
協
働
の
考
え

で
、
住
民
同
士
の
交
流
・
イ

ベ
ン
ト
等
を
は
じ
め
、
ゴ
ミ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
調
印
後
の
農
政
に
つ
い
て

行
政
区
（
自
治
会
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て

小
学
校
児
童
の
自
転
車
通
学
に
つ
い
て

集
積
や
広
報
・
回
覧
配
布
等

の
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
「
矢
吹
花
の
森

構
想
」
が
動
き
出
し
、
大
き

な
う
ね
り
を
挙
げ
広
ま
っ
て

い
け
ば
、
新
た
に
転
入
さ
れ

た
方
も
、
行
政
区
に
加
入

し
、
協
力
し
、
活
動
し
た
い

と
思
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
や
転
入
者
の

皆
様
に
対
し
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
町
広
報
誌
等
で

行
政
区
・
自
治
会
加
入
の
重

要
性
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
、
転

入
者
の
皆
様
に
は
、
転
入
届

出
の
際
に
加
入
促
進
チ
ラ
シ

配
布
に
よ
り
、
区
長
会
の
協

力
の
も
と
行
政
区
・
自
治
会

加
入
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

薄
葉　
全
国
的
に
自
転
車
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、

町
内
４
つ
の
小
学
校
で
の
自

転
車
通
学
児
童
数
は
学
年
別

も
含
め
て
各
学
校
で
は
何
名

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
国
道
や
県
道
の
横

断
や
通
行
が
危
険
で
心
配
し

ま
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

の
通
学
対
応
は
、
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
学
校
か
ら
３
㎞
以

上
離
れ
た
地
区
に
居
住
し
て

い
る
４
年
生
以
上
の
児
童
が

自
転
車
に
よ
る
通
学
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
自
転
車
通

学
を
し
て
い
る
児
童
数
は
、

矢
吹
小
学
校
５
年
生
１
名
、

中
畑
小
学
校
５
年
生
10
名
、

６
年
生
８
名
の
計
18
名
、
三

神
小
学
校
５
年
生
２
名
で
、

全
体
で
は
21
名
で
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
に
つ

い
て
、
善
郷
小
学
校
を
除
く

３
小
学
校
に
お
い
て
、
約
３

㎞
以
上
の
地
区
の
４
年
生
以

下
の
バ
ス
通
学
希
望
児
童
を

対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
学
校
及
び
保
護
者

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
協

議
、
検
討
を
し
ま
す
。

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）




